
はしかき

阪神・淡路大震災から 10年を辺える今年度を最終年度として 4年間にわたり、災害ボランテ

ィアの動向を検討してきた。本報告書は、次に示す5つのサブテーマのもとで行った研究成果を

とりまとめたものである。

研究 I「震災当籾から継続している災害ボランティア組織への参与観察」震災当初から行って

いる災害ボランティア組織（（特）日本災害救援ボランティアネットワーク）への参与観察を継続

し、組織の変遷と平常時・災害時のボランティア活動の展開を記述した。

研究Il 「災害ボランティア組織のネットワークの動向調査（1)」災害 NPOが形成している全国

レベルのネットワーク（全国災害救援ネットワーク：ふNet、および、震災がつなぐ全国ネット

ワーク：震つな）の動向を調査した。

研究皿「災害ボランティア組織のネットワークの動向調査（2)」 研究 Iを通じて関係を深めて

いった「ロサンゼルス緊急事態ネットワーク」や「全米災害救援ボランティア機構」の活動につ

いて、現地調査を実施して活動の経緯や意義を検討した。

研究w「平常時の災害ボランティア組織が行う活動調査」 災害ボランティアが、防災を通じ

てコミュニティの活性化に果たす役割について検討した。具体的には、全国的なネットワーク（研

究Il参照）による防災を視野に入れた地域づくりの活動を調査・観察し、両ネットワークの有志

が震災 10年を機に設立した「智恵のひろば」の経緯と意義を整理した。さらに、・・災害後の特徴

ある地域づくりを行っている台湾について調査を行った。

研究V 「災害ボランティアに関する理論構築」 震災以降の災害ボランティアの動きを理論的

に総括し、震災10年以降を射程に入れた実践的な提言を導いた。

なお、研究期間内にも多くの災害が発生した。研究対象としている災害 NPOが活動を開始し

た場合には、参与観察を実施した。

本報告書には、サブテーマごとの主たる研究成果を収録した。しかし、サプテーマが相互に連

勧しているために、各成果は、 1つのサブテーマを中心に据えながらも、複数のサプテーマにわ

たって論じていることが多いことをお断りしておく。

本研究を進めるにあたり様々な場面でご協力を頂いた多くの皆様に改めて感謝の意を表します。
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